
- 1 -

平成22年産 小豆及びいんげんの作付面積
（北海道・乾燥子実）

－北海道における小豆の作付面積は、前年産に比べて１％減少－

【調査結果の概要】

１ 小 豆

北海道における小豆の作付面積は２万3,200haで、いんげんへの転換等があったこ

とから、前年産に比べて300ha（１％）減少した。

２ いんげん

北海道におけるいんげんの作付面積は１万800haで、小豆からの転換等があったこ

とから、前年産に比べて600ha（６％）増加した。

○ 平成22年産の都府県を含めた全国の作付面積については『平成22年産小豆、いんげん及びらっかせいの作

付面積（乾燥子実）』として９月中旬に公表する予定である。

この統計調査結果で使用している統計表は、政府統計の総合窓口(e-Stat)の「統計データ新着情報」でご覧

になれます。

【 http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do 】
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図 小豆及びいんげんの作付面積の推移（北海道・乾燥子実）
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【関連するデータ、情報】

◎ 調査結果の利活用
・ 関税割当数量算出のための資料
・ 生産振興対策等の推進のための資料

◎ 関連データ

【統 計 表】

 １　平成22年産小豆及びいんげんの作付面積（北海道・乾燥子実）

対比

ha ha ％

小　　豆 23 200  99

いんげん 10 800  106

 ２　平成22年産いんげんの品種別作付面積（北海道・乾燥子実）

単位：ha

金時 手亡

北 海 道 10 800 7 450 2 470

対差

前年産との比較

いんげん区　 分

区　 分 作付面積

△  300

 600

単位：ha

金時 手亡

 平成12年産 30 000 11 300 7 280 2 640

     13 32 900 11 800 7 560 2 600

     14 29 800 13 300 8 580 3 150

     15 30 600 11 500 8 030 2 330

     16 31 900 10 600 7 320 2 200

     17 28 200 10 000 6 750 2 210

     18 22 800 8 880 5 740 2 110

     19 23 800 9 350 5 790 2 580

     20 23 400 9 950 6 440 2 590

     21 23 500 10 200 6 930 2 420

資料：農林水産省統計部『耕地及び作付面積統計』

年　　産 小　豆 いんげん

豆類の作付面積累年表（北海道･乾燥子実）



- 3 -

【調査の概要】

１ 調査の目的

この統計は、当該作物の生産に関する実態を明らかにし、関税割当数量の算定及び

生産振興対策等の推進のための資料を整備することを目的としている。

２ 調査の対象

(1) 調査の範囲

北海道

(2) 調査対象の選定

調査対象作物の集荷を行っている全ての農協等の関係団体に対して調査を実施し

ているしっ皆調査である。

(3) 調査対象数

関係団体調査 巡 回 ・

団体数 回収数 見 積 り
回収率

① ② ③＝②/① 市町村数
団体 団体 ％ 市町村

小 豆 108 108 100 179
いんげん 57 57 100 179

３ 調査事項

作付面積

４ 調査期日

７月１日

５ 調査方法

関係団体に対する郵送調査及び職員による巡回・見積りによる。

６ 集計方法

関係団体調査及び巡回・見積りにより得られた結果を集計している。

７ 目標精度

本調査は、関係団体に対するしっ皆調査であり、目標精度は設定していない。

８ 統計表の見方

(1) 統計数値については、下記の方法によって四捨五入しており、合計と内訳の計が

一致しないことがある。

(2) 表中に用いた記号は以下のとおりである。

「△」：負数又は減少したもの

５けた ４けた ３けた以下
（万） （1 000） （100）

 四捨五入する前 12 345 1 234 123

 四捨五入した数値 12 300 1 230 123

１けた 四捨五入しない

例

原　数

四捨五入するけた数
（下から）

2けた
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９ その他

(1) 都府県を含めた全国の作付面積（概数）については、『平成22年産小豆、いんげん

及びらっかせいの作付面積（乾燥子実）』として９月中旬に公表する予定である。

(2) この資料の数値は概数であり、確定値は平成23年６月刊行予定の『耕地及び作付

面積統計』に掲載する。

【ホームページ掲載案内】

○ 各種農林水産統計調査結果は、農林水産省ホームページ中の統計情報でご覧いただけま

す。

【 http://www.maff.go.jp/j/tokei/ 】

この結果の分野別分類は「作付面積・生産量、家畜の頭数など」、品目別分類は「いも・

雑穀・豆」に分類しています。

農林水産施策関係ページ：農林水産省>基本政策 http://www.maff.go.jp/j/kanbo/

食料政策関係ページ：農林水産省>食料 http://www.maff.go.jp/j/soushoku/

農業生産振興関係ページ：農林水産省>生産 http://www.maff.go.jp/j/seisan/

問い合わせ先

◎本統計調査結果について

農林水産省 大臣官房統計部 生産流通消費統計課

面積統計班 電話：03(6744)2045

◎農林水産統計全般について

農林水産省 大臣官房統計部 統計企画課

広報普及班 電話：03(6744)2037


